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「防雪林の低密度化」の助成対象について

P1

（出典：道央自動車道札幌～岩見沢間防雪林管理計画策定調査研究 S61.5）
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S61制定設計要領

（当初植栽密度）

経営努力部分
（3,500本/ha－1,400本/ha）

概ね１０年

10年後の樹林密度想定範囲
1,400～700本/ha（間伐なし）

2回程度の間伐で
目標樹林密度

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ及び
実証実験で同等
の効果を確認

最終的な目標
樹林密度

【論点】6,000本/haから3,500本/ha
へ少なくしたことが、

・会社の経営努力 もしくは

・過去の知見 かどうか

間伐２回実施後の
樹林密度

（防雪林機能発揮）

【助成対象の考え方】
・これまでの植樹の経験から、6,000本/haから3,500本/haまで低密度化することは過去の知見
・1,400本/haで植えられた防雪林の順調な生育状況を現地で確認
⇒助成対象は樹林密度3,500本/haと1,400本/haの差

防雪機能発
揮の樹高

樹高（ｍ）

樹林密度（本/ha）

今回の植栽密度


